
Pinpoint®トリガ
製品比較資料

試作回路のトラブルシュート、回路性能の評価、シグナル・イン

テグリティの検証など、どの作業もデータの取込が必要です。こ

れには、高速信号の捕捉に充分な高い性能があること、検出すべ

きイベントを柔軟に組合せができること、という2点において、

優れたトリガ・システムが必要になります。DPO7000および

DPO70000シリーズは、この2点において最高のパフォーマン

スを備えたオシロスコープです。

高速信号の捕捉において必要とされるのは、Pinpoint®トリガ・

システムによる、業界最速のエッジ・トリガ能力だけではありま

せん。300psの狭いパルス、100ps幅以下のグリッチ、500ps

以下のセットアップ／ホールド時間違反などの検出機能、さらに

は次のトリガ・イベントに対する4GHz相当のトリガ・リアー

ム・レートなども必要になります。Pinpoint®トリガ・システム

は、これらの分野において、他社のオシロスコープに比べて最高

で5倍の性能を持っています。以下に性能の比較表を示します。

高速信号の波形取込に最適なPinpoint®トリガ

トリガ・タイプ テクトロニクス アジレント レクロイ
DPO70000シリーズ DSO80000シリーズ SDA6020型

グリッチ 最小取込幅：100ps以下、 最小取込幅：500ps、 最小取込幅／最小設定値：600ps
最小設定値：300ps、 最小設定値：1.5ns

ロジックによるクオリファイ可

ラント 最小値：300ps、 × ×
時間とロジックによるクオリファイ可

パルス幅 最小値：300ps、 最小値：500ps 最小値：600ps
ロジックによるクオリファイ可

トランジション 最小値：300ps、 最小値：1.5ns ×
時間とロジックによるクオリファイ可

タイムアウト 最小値：300ps、 × 最小値：2ns
時間とロジックによるクオリファイ可

セットアップ／ 最小値：500ps、 最小値：1.5ns ×
ホールド時間 ロジックによるクオリファイ可



トリガ条件を自在に設定できる柔軟性　
問題点を検出するための高性能トリガ・システムには、的確なト

リガ条件を柔軟に設定する機能も必要になります。Pinpoint®ト

リガ・システムは、今日存在しているどのトリガ・システムより

も優れたトリガ機能を備えています。Pinpoint®トリガでは、A

イベントとBイベントの両方ですべてのトリガ・タイプが使用で

きます。クロックのグリッチの後に発生するデータ・ラインの

ラントなど、既知のイベント後の障害イベントにトリガしなけれ

ばならないことがあります。このような場合に、Pinpoint®トリ

ガ・システムでは簡単に設定が行えます。まずAイベントにおい

て、クロック・ラインのグリッチにトリガするように設定し、次

にBイベントでラントにトリガするよう設定します。Bイベント

でもすべてのトリガ機能が使えることが、Pinpoint®トリガの特

長です。

しかしそれ以外にも、クロックのグリッチを探す場合、他のデー

タ・ラインがハイまたはローである場合のみ、グリッチを探す必

要があるかもしれません。Pinpoint®トリガでは、どのトリガで

もロジックまたは時間によるクオリファイで、トリガすることが

できますので、グリッチが発生するタイミングで検出することは

簡単です。さらに、シーケンス・リセット機能により、指定した

時間トリガが発生しない場合、AイベントからBイベントまでを

自動的にリセットすることができます。そして、再度取込を開始

し、指定されたイベントが見つかるまで探し続けます。

DPO7000シリーズおよびDPO70000シリーズ・オシロスコー

プに装備されているPinpoint®トリガは、高速信号に対しても、

非常に柔軟にトリガを設定することができます。豊富に用意され

ているトリガ・タイプとトリガ・モードにより、検出すべき信号

を正確に取り込むことができます。すべての機能が利用可能なB

イベント・トリガ、AまたはBイベント・トリガで利用可能なロ

ジック・クオリファイにより、Pinpoint®トリガ・システムでは

1400種類以上のトリガ設定が可能です。他社のトリガ・シス

テムでは50種類程度の組み合わせしか設定できません。このよ

うな柔軟性が加わることによって、エラーを起こす原因となる問

題の検出に要する時間を短縮でき、プロダクティビティの向上を

実現しています。

図1 CH1のクロック・ラインのグリッチに続いて、CH2のデータ・ラ
インに発生したラント・パルスを、Pinpoint®トリガで取り込んだ例

図2 Ch3とCh4のデータ・ラインによってクオリファイされた、CH1
のクロック・ラインのグリッチ。Ch3がハイ、CH4がローという条件下
においてグリッチが発生した場合にトリガするようDPO7000シリーズ
を設定。
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